
はく製標本が完成したら、世界最長のウツボカズラの捕虫袋を見に行きたいです。（神戸市・久崎さん）読者の声 HYOGO2023（令和5）年1月号 3

県は、企業や団体、自
治体などと共に公民
連携でSDGsに取り
組むため、「ひょうご
SDGs Hub」を設立しました。ウェブサイ
トでは、各種イベント情報や行政の支援
策などを発信しています。皆さまの入会
をお待ちしています。（県総合政策課）

5 カキのうま味が詰まった
薄焼きのお菓子です

3 ゲレンデ数は西日本最多！
ウインタースポーツを
楽しもう

加入方法
など詳細は
こちら

購入は
こちら

　県総合政策課 　078-362-9006 　078-362-4479

オール兵庫でSDGsを推進

但馬・播磨地域を中心に、県内には15カ所のス
キー場が点在し、自分のレベルに合わせて楽しめ
ます。最近は子どもや初心者が安心して楽しめる
環境も充実。この冬はウインタースポーツに挑戦
してみませんか。（取材・文 県民だより編集部）

　Bon-Mark 
　090-7964-2981

2017（平成29）年にオープンした、国内で最も新しいスキー場。な
だらかな初級者向けから最大斜度30度の中級者向けまで３コー
スあり、県内最大級のキッズパークや初心者専用のバンビパーク
も完備。阪神間からも近く、ビギナーや家族連れに最適です。

峰山高原リゾート
ホワイトピーク（神河町）

日本で一番新しい
スキー場

　0790-34-1900 　0790-34-1910 　0796-45-0191 　0796-45-1366

播磨灘
牡蠣ラスク２個と
焼き菓子６種類の
詰め合わせを
５人にプレゼント
応募方法は7面へ

各ゲレンデの
最新情報は
こちら

■ひょうごSDGs Hub入会の主なメリット
Hubウェブサイトにおいて取り組み等をPRできる
行政の支援制度やイベント情報等が入手できる
SDGsに関するセミナーなどに参画することで、情報交換や交流ができる
課題を抱える会員と解決策等を有する会員とのマッチング支援が受けられる

・
・
・
・

■加入対象者
兵庫県内でSDGsに取り組む、または関心のある自治体、企業、団体、教育機関・
※個人は不可

西播磨フードセレクション2022でグランプ
リを頂いた「播磨灘牡蠣ラスク」は、蒸しが
きを作る時に出るおいしいエキスを生地に
練り込んだ焼き菓子です。こだわったのは、
カキの風味を残しつつ、カリカリとした食感
を出すこと。播磨灘産のカキと、赤穂産の米
粉を使っているのもポイントです。そのまま
はもちろん、チーズを載せればワインなどと
よく合います。生まれ育った相生の定番土
産に成長してくれるとうれしいです。（料理
研究家・Bon-Mark代表 喜多マリコさん）

あいおい情報ラウ
ンジ、道の駅あい
おい白龍城、兵庫
県おみあげ発掘屋
（神戸市中央区）な
どで購入できます。

会員募集中

※Trip Base 道の駅プロジェクト…
積水ハウス㈱とマリオット・インター
ナショナルが全国で進める地方創生
事業。地域や自治体と手を携え、地域
経済の活性化を目指すもので、県内
では昨年12月に南あわじ市でも開業
し、今後、淡路市、養父市でも予定さ
れています。

昨年11月、道の駅に隣接する宿泊特
化型施設「フェアフィールド･バイ･マ
リオット･兵庫神鍋高原」がTr ip 
Base 道の駅プロジェクト※の一環と
して県内では初めて開業。神鍋高原
にある３つのスキー場とも近接して
おり、ウインターリゾートの拠点とし
て注目されています。

但馬牧場公園スキー場（新温泉町）／おじろスキー場（香美町）／スカイバレイスキー場（香美町）／ハチ北高原スキー場（香美町）／奥神鍋
スキー場（豊岡市）／アップかんなべ（豊岡市）／ハイパーボウル東鉢（養父市）／ハチ高原スキー場（養父市）／氷ノ山国際スキー場（養父市）／
若杉高原おおやスキー場（養父市）／ばんしゅう戸倉スノーパーク（宍粟市）／ちくさ高原スキー場（宍粟市）／六甲山スノーパーク（神戸市）

■その他の県内のスキー場

標高差455mのゲレンデには、広くて緩やかな斜面の初心者向けや
急傾斜にコブを残した上級者向けなど全７コース。山頂から麓まで
コースをつなげば、全長４kmのロングランを楽しめます。山頂で奥
神鍋スキー場とつながっており、共通リフト券で行き来できます。

神鍋高原
万場スキー場（豊岡市）

表情豊かな
多彩なコースが魅力

全長862mの初心者コースはソリでの滑走もOK！ 林間コースは山岳ツアーの雰囲気を味わえます。

県や県内の企業・団体が進めるサステナブルな活動を紹介ひょうごのSDGs

フェアフィールド・
バイ・マリオットがオープン

フェアフィールド 道の駅

TOPICS

10月24日に開催したひょうごSDGsシンポジ
ウムの様子。


